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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、平和実現のための実践的で総合的な理論モデルを提示することである。と
りわけ、その特徴は、「平和」の問題を、現実生活の諸相が織りなす「和解」の問題として再構成する点にある。研究
期間を通じて、応用倫理学（生命、環境、教育、政治、社会）的アプローチによって上記の課題を追求した。本研究の
結果、各応用倫理学領域から出された「和解」概念を総合し、実効的な理論として「展開」させることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to show a practical and synthetic model in theory 
in order to establish a peace. Especially, the distinguishing feature of this research is a point to 
reconstruct the problem of ‘Peace’ from a perspective of ‘Reconciliation’ woven by various phases of 
actual life. This theme is pursued by multifaceted approaches of applied ethics ;bioethics, environmental 
ethics, educational ethics, political ethics and social ethics- through this research. As a consequence, 
the concepts of‘Reconciliation’ provided by each field of Applied Ethics were integrated and evolved as 
an effective theory.

研究分野： 哲学、哲学・倫理学

キーワード： 倫理学原論・各論、　「和解」概念の再構築
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１．研究開始当初の背景 
本研究の直接の着想は、応用倫理学プロジ

ェクト研究センターによる平成 20年度の「平
和研究」に端を発する（越智・山内による日
本哲学会シンポジウム「平和･戦争･暴力」の
企画運営や、同年 7 月の例会に招待したフラ
ンクフルト大学 M. ルッツ=バッハマン教授
との「国際公法と暴力」をめぐる討論等）。
ここで繰り広げられた「平和」に関する哲学
的な課題を、政治哲学の領域からだけではな
く、あらゆる応用倫理学領域（生命・環境・
教育・政治・社会等）を射程に入れた「和解」
の視点から再構成することが、本プロジェク
トセンターの新たな研究課題として設定さ
れた。それは、大きくは二段構えのアプロー
チとして構想された。まず、①あらゆる次元
の「平和」を、各応用倫理学領域から「和解」
の視点で「再構成」すること、つぎに、②そ
の再構成された各「和解」概念を総合し、実
効的な理論として「展開」させること、であ
る。①の構想は、すでに「「和解」概念の再
構築－平和への応用倫理学的アプローチ」
（科研基盤 B：平成 21-23 年；越智、山内、
松井、後藤、衛藤、畠中、岡野、石田、石崎、
手代木、眞嶋、濱井、野村）として成果を得
ることができた。さらに、この科研期間に協
力を得た、加藤、飯島、杉田、高田、硲、村
田、黒川を新たな共同研究者に加え、②の「和
解」概念の総合・展開をめざすのが今回申請
する科研課題となる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、平和実現のための実践的

で総合的な理論モデルを提示することであ
る。具体的には、ひろく実際生活にかかわる
「和解」概念に注目する。ねらいは、「平和」
（あるいは戦争）の問題を、より現実的な生
活のレベルに引き下げて考えることにある。
「和解」とは、〈異質なもの（異質だと感じ
るもの）〉が対峙する様態を示す〈不和〉の
対概念である。そうした「不和」と「和解」
の関係は、私たちの生活のあらゆる場面でみ
られ、家族間、友人間、組織間、国家間、さ
らには自然や神との間においても成立する。
このように本研究は、「平和」を、現実生活
の諸相が織りなす「和解」の問題として再考
する試みといえる。研究の手法は、現実場面
を見すえた生命倫理・環境倫理・教育倫理・
政治倫理・社会倫理の各領域からの哲学的お
よび応用倫理学的アプローチとなる。そうし
た考察の結果、各応用倫理学領域から出され
た「和解」概念を総合し、実効的な理論とし
て「展開」させることを目的とした。加えて、
「和解」のプロセス（不和→ 歩み寄り→ 互
いの赦し：互恵・共生・共存）を応用倫理的
手法で分析・総合することを通して、〈異質

なものに対する排他性・闘争性とその連鎖〉
という根源的な問題の解明と克服をめざし
た。  
  

３．研究の方法 
平成 24 年度は、生命・教育・環境・政治・

社会の領域ごとに〈「和解」概念の精緻化〉
に努めた。理論面においては、内外の関連文
献を渉猟する一方で、各領域における国内外
の研究者と交流をはかることによって理論
の汎用的な可能性を追求した。実践面では、
研究の素材となる基礎データを集めるため、
各領域がもつフィールドで意識調査等をお
こなった。平成 25 年度は〈各領域における
「和解」概念の総合〉をおこなった。具体的
には、各領域で抽出された「和解」概念と「平
和」構築のパラダイムについて、領域内で総
合的な検討を加え、最終的に領域ごとの特色
やさらなる統合的な「和解」理念を導出した。
最終年度の平成 26 年は全領域での研究会を
通して、〈領域を包摂する「和解」概念の総
合〉と、それら〈研究成果の公表〉をめざし
た。具体的には、研究結果をふまえ、国内外
での学会発表、シンポジウム、公開講座、著
作・論文・報告書、ホームページ上の公開、
等の形で研究成果を公表していった。とりわ
け、シンポジウムでは、国内外の倫理学者、
研究者、実践家を招聘し、市民にも開かれた
形で研究成果を討議した。   
 

４．研究成果 
平成 24-26 年度には、「和解概念の展開」

という統一課題において、より具体的実践的
な課題がとりあげられ、その実効性が問われ
た。シンポジウムとしては、シカゴ大学（レ
オ・シュトラウス研究所所長兼）ネイサン・
タルコフ教授の講演‘Critique and Defense 
of Liberalism’（リベラリズムの批判と擁護）
や、L.ジープ氏による講演 ‘Hegel und die 
modern Ehtik’（ヘーゲルと現代の倫理学）、
さらにはイエナ大学のクリストフ・ハルビッ
ヒ 教 授 の 講 演 ‘Tugend und Glück – 
Überlegungen zu ihrem Zusammenhang’
（徳と幸福－その連関についての考察）、イ
エナ大学のクラウス・フィーヴェーク教授の
講 演 ‘Hegel über die bürgerliche 
Gesellschaft als die ‘in ihre Extreme 
verlorene Sittlichkeit’ – Der Staat als 
Versöhnung? ’（ヘーゲルにおける両極へ失わ
れた人倫としての市民社会－和解としての
国家）、ミュンスター大学のミヒャエル・ク
ヴァンテ教授の講演 ‘Das “Scheinen der 
Vernunftigkeit” und die Grenzen des 
sozialen Friedens in Hegels Konzeption der  
bürgerlichen Gesellschaft’（ヘーゲルにおけ
る市民社会構想における「理性性の映現」と



社会的平和の限界）が開催された。また、コ
ロキウム「ドイツ医療倫理学の最前線 ―人格
の生と人間の死―」も行われた。各講演内容
と領域毎の個人発表については研究誌・著作
等に公表された。政治領域では、Shunzo 
Majima, Just Military Occupation? A Case 
Study of the American Occupation of Japan, 
in: Larry May and Elizabeth Edenberg 
(ed.), Jus Post Bellum and Transitional 
Justice（2013）、石崎嘉彦「合理性と和解性
―ヘーゲルの三位一体論解釈と合理性批判の
限界―」（『ぷらくしす』第 13 号）、杉田孝夫
「和解は可能か：政治哲学的問い」（『ぷらく
しす』第 13 号）等が、社会領域では、桐原
隆弘「歴史と和解―ドイツ人追放問題を中心
に」（『ぷらくしす』第 15 号、）、Haruko K. 
Okano, Fukushima und das Prinzip Wa, in: 
Publik-Forum, 宗教領域からは、岡野治子
「宗教倫理の視点から再考する和解・平和の
構築－日本文化の脈絡での試み－」（発表の
み）、宇野正三「空海の思想－調和ある世界
を目指して」（発表のみ）、生命領域では、池
辺寧「ハイデガーと聴くことの問題」（『ぷら
くしす』第 14 号）、岡野治子「伝統的倫理観
と「いのち」の行方」岡野・奥田（編）『希
望の倫理-自律とつながりを求めて』、手代木
陽「着床前診断と障害者の尊厳―M．クヴァ
ンテの見解の検討」」（『ぷらくしす』第 13号、
2012）等が、環境領域では、Hiroshi Goto, Die 
Versöhnung mit der Natur bei E. Husserl – 
Der Status der Tiere -, in: Hiroshima 
Interdisciplinary Studies in the 
Humanities Vol. 10、石田三千雄「自然との
和解とは何を意味するのか―自然倫理学の根
拠づけの試み」等が、教育領域では、上野哲
「フェアプレー教育をめぐる問題点―サッカ
ーにおける「フェアプレー」が含むジレンマ
に関する考察」（『ぷらくしす』第 15 号）、後
藤雄太「青少年における人間関係 ─他なる者
との和解 、そして自己との和解」（『ぷらく
しす』第 15 号）、衛藤吉則「西晋一郎におけ
る特殊即普遍のパラダイム－｢和解」概念構
築の手がかりとして｣（『ぷらくしす』第 13・
14 号）、村田貴信「教育の可能性と和解への
道」（『ぷらくしす』第 16 号）等の論文が公
刊された。 
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